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「 

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学

 

西　

真
紀
子

周
病
科
と
の
関
係
が
強
い
。
歯
科
衛
生
士

も
高
校
時
代
の
成
績
が
優
秀
で
な
け
れ
ば

入
れ
な
い
人
気
分
野
で
あ
る
。
歯
科
医
師

と
歯
科
衛
生
士
の
能
力
の
差
が
小
さ
い
の

で
、
歯
科
衛
生
士
の
学
生
が
歯
学
部
に
転

部
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
歯
科
衛
生
士
学

学
生
臨
床
実
習
か
ら

学
生
臨
床
実
習
か
ら

チ
ー
ム
医
療

チ
ー
ム
医
療

　

大
学
教
育
の
段
階
か
ら
歯
科
医
師
、
歯

科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士
に
な
る
学
生
が

一
緒
に
な
っ
て
、
一
人
の
患
者
を
担
当

し
、
チ
ー
ム
医
療
を
臨
床
実
習
中
に
学

ぶ
。
自
分
自
身
の
職
種
の
役
割
へ
の
自

覚
、
他
の
職
種
と
の
協
働
作
業
で
の
問
題

の
解
決
力
な
ど
、
学
生
時
代
に
培
わ
れ
る

こ
と
は
、
北
欧
の
歯
科
医
療
の
発
達
に
大

き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

北
欧
モ
デ
ル
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ

が
、
チ
ー
ム
歯
科
医
療
が
発
達
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
歯
科
医
師
が
そ
の
リ
ー
ダ

ー
で
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
助
手
（
デ
ン

タ
ル
ナ
ー
ス
、
矯
正
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）、

歯
科
技
工
士
で
構
成
さ
れ
る
﹇
１
﹈。
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⑯

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
マ
ル
メ
大
学
歯
学
部
の
中

庭
。
こ
こ
に
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯

科
技
工
士
の
卵
た
ち
が
通
う

歯
科
医
師

歯
科
医
師

　

歯
科
医
師
に
は
一
般
歯
科
医
と
専

門
歯
科
医
の
区
別
が
あ
る
。
専
門
歯

科
医
に
は
、
矯
正
、
口
腔
外
科
、
補

綴
、
歯
周
病
、
小
児
歯
科
、
歯
内
療

法
、
歯
科
放
射
線
、
歯
科
病
理
の
分

野
が
あ
る
。
大
学
教
育
（
写
真
）
は

５
年
間
で
、
医
学
部
に
並
ぶ
難
関
で

あ
る
。
専
門
医
に
な
る
に
は
卒
後
教

育
が
必
要
で
あ
る
。

歯
科
衛
生
士

歯
科
衛
生
士

　

歯
科
衛
生
士
の
業
務
範
囲
は
、
日

本
よ
り
広
く
、
齲
蝕
と
歯
周
病
の
診

断
、
Ｘ
線
撮
影
、
浸
潤
麻
酔
、
下
顎

伝
達
麻
酔
、
仮
充
填
な
ど
が
入
る
。

校
で
は
そ
れ
が
問
題
ら
し
い
。

歯
科
技
工
士
と

歯
科
技
工
士
と

歯
科
助
手

歯
科
助
手

　

歯
科
技
工
士
の
養
成
も
大
学
で
行

わ
れ
、
期
間
は
３
年
で
あ
る
。
最
近

は
、
技
術
や
材
料
の
進
歩
が
目
覚
ま

し
く
、
入
学
試
験
で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
語
に
加
え
て
、
英
語
と
数
学
も
重

視
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
卒
業
後
は

公
立
歯
科
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
は

私
立
の
開
業
医
に
歯
科
技
工
士
と
し

て
勤
務
す
る
道
が
あ
る
。
他
に
も
、

歯
科
業
界
で
営
業
社
員
や
製
品
の
専

門
家
と
し
て
働
く
こ
と
も
あ
る
。
歯

科
助
手
に
つ
い
て
は
、
大
学
で
の
養

成
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

歯
科
医
院
内
独
立
や
、
独
立
開
業
も
で
き

る
。
衛
生
士
の
養
成
は
大
学
で
行
わ
れ
、

期
間
は
２
ま
た
は
３
年
で
あ
る
。
そ
の

後
、
修
士
号
、
博
士
号
の
コ
ー
ス
も
あ

る
。歯
周
病
治
療
が
多
く
、大
学
内
で
も
歯

大阪市をつぶすな
存続署名８万５千人分を提出

「２度目の住民投票は時間と税金の無駄」と
訴える中野氏（左端）＝２月27日、大阪市役所

１
５
年
５
月
の

住
民
投
票
で
反

対
の
意
思
が
示

さ
れ
済
み
。
再

度
の
議
論
や
住

民
投
票
は
税
金

の
無
駄
遣
い
・

時
間
の
浪
費

だ
。
終
止
符
を

打
っ
て
ほ
し

い
」
と
訴
え

た
。

　

会
見
後
は
市

　

維
新
の
会
が
２
度
目
の

「
大
阪
都
構
想
」
の
住
民
投

票
を
計
画
す
る
な
か
、
協
会

や
市
民
団
体
な
ど
が
取
り
組

ん
で
き
た
「
大
阪
市
の
存
続

を
求
め
る
」
請
願
署
名
の
提

出
行
動
が
２
月
27
日
に
同
市

役
所
で
あ
っ
た
。
署
名
を
呼

び
掛
け
た
大
阪
市
民
会
議
の

中
野
雅
司
共
同
代
表
ら
は
、

集
め
た
署
名
８
万
５
４
２
６

筆
（
う
ち
、
協
会
協
力
分
８

３
３
筆
）
を
市
に
提
出
し

た
。

　

記
者
会
見
で
中
野
氏
は
、

「
大
阪
市
を
廃
止
し
特
別
区

を
設
置
す
る
提
案
は
、
２
０

議
会
議
長
と
自
民
・
公
明
・

共
産
・
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
い
く
の

の
各
会
派
の
幹
事
長
に
陳
情

書
を
提
出
。「
署
名
の
趣
旨

に
は
同
じ
思
い
」（
自
民
）、

「
総
合
区
を
提
案
し
て
い

る
」（
公
明
）、「
24
区
の
ま

ま
で
良
い
と
い
う
市
民
の
多

数
の
声
を
維
新
は
聞
く
べ

き
。『
都
構
想
』
は
新
庁
舎

建
設
な
ど
の
初
期
コ
ス
ト
が

膨
大
だ
」（
共
産
）
な
ど
の

声
が
上
が
っ
た
。

　

確
定
申
告
の
時
期
を
迎

え
、
経
税
部
は
大
阪
府
保
険

医
協
会
と
共
催
し
、
税
制
の

改
定
内
容
や
医
業
税
制
に
つ

い
て
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
２
月

24
日
に
保
険
医
会
館
で
開
い

た
。
協
会
税
理
士
団
の
伊
藤

幸
子
氏
が
講
師
を
務
め
、
参

加
は
８
人
だ
っ
た
。

　

伊
藤
氏
は
、
医
療
機
関
の

収
入
や
必
要
経
費
、
給
与
、

減
価
償
却
に
お
け
る
修
繕
費

な
ど
に
つ
い
て
説
明
。
続
い

て
、租
税
特
別
措
置
26
条（
４

段
階
税
制
）
に
基
づ
く
所
得

　

北
河
内
地
区
は
２
月
24

日
、「
不
良
症
例
か
ら
学
ぶ

続
運
動
の
報
告
や
、
社
会
保

障
総
が
か
り
運
動
の
提
案
、

憲
法
改
悪
反
対
の
３
０
０
０

万
人
署
名
の
呼
び
か
け
な

ど
、
参
加
者
か
ら
多
く
の
発

言
が
あ
り
、
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、「
社
会
保
障
の

充
実
を
求
め
る
運
動
を
通
じ

て
貧
困
と
格
差
の
連
鎖
を
断

ち
切
り
、
憲
法
を
活
か
す
社

会
の
実
現
に
全
力
を
挙
げ
ま

し
ょ
う
。
安
倍
政
権
の
改
憲

を
阻
止
し
ま
し
ょ
う
」
と
す

る
ア
ピ
ー
ル
を
全
会
一
致
で

採
択
し
た
。

度
の
拡
充
を
求
め
る
と
と
も

に
、
３
年
目
・
６
年
目
の
制

度
見
直
し
へ
向
け
て
統
一
化

撤
回
運
動
を
進
め
る
こ
と
を

決
め
た
。
ま
た
、
役
員
体
制

を
確
認
し
、
常
任
幹
事
に
協

会
の
矢
部
あ
づ
さ
理
事
を
再

任
し
た
。

　

討
論
で
は
、
３
月
末
廃
止

予
定
の
住
吉
市
民
病
院
の
存

　

方
針
は
、
実
態
調
査
に
加

え
、
▽
住
民
本
位
の
介
護
総

合
事
業
へ
全
府
的
な
運
動
に

取
り
組
む
▽
府
内
統
一
国
保

料
の
撤
回
運
動
▽
命
と
暮
ら

し
を
守
る
相
談
活
動
の
推
進

―
―
な
ど
を
重
点
課
題
に
位

置
付
け
た
。
国
保
料
の
統
一

化
問
題
で
は
、
市
町
村
に
国

保
料
の
引
き
下
げ
と
減
免
制

　

協
会
が
常
任
幹
事
団
体
を

務
め
る
大
阪
社
会
保
障
推
進

協
議
会
は
４
日
、
第
28
回
総

会
を
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い

た
。
府
民
の
生
活
状
況
を
可

視
化
し
、
貧
困
の
連
鎖
を
断

ち
切
る
た
め
に
、
生
活
実
態

調
査
に
府
内
全
域
で
取
り
組

む
こ
と
を
柱
と
す
る
運
動
方

針
を
決
め
た
。

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
」
の
講

習
会
を
Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
（
大
阪

市
中
央
区
）
で
開
き
、
33
人

が
参
加
し
た
。
講
師
は
北
区

開
業
の
井
上
雅
裕
氏
が
務
め

た
。

　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
は
外

科
的
な
加
療
が
伴
う
た
め
、

不
可
逆
的
な
結
果
を
生
じ

る
。
十
分
な
診
断
と
イ
ン
フ

ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
が

重
要
で
あ
る
が
、
術
者
の
知

識
・
技
術
に
よ
る
と
こ
ろ
も

多
い
。

　

井
上
氏
は
神
経
麻
痺
な

ど
、
様
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
症

例
や
、
そ
の
原
因
と
な
る
術

前
・
術
後
の
問
題
に
つ
い
て

詳
し
く
解
説
し
た
。

計
算
の
方
法
を
解
説
し
た
。

　

ま
た
、
医
療
費
控
除
で
領

収
書
の
提
出
が
不
要
に
な
っ

た
こ
と
を
紹
介
。
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
詳

細
や
、
２
０
１
８
年
分
か
ら

適
用
さ
れ
る
配
偶
者
控
除
と

配
偶
者
特
別
控
除
の
改
正
内

容
に
つ
い
て
も
紹
介
し
た
。

　

協
会
が
２
月
15
日
の
国
会
行
動
で
要
請
し
た
議
員
は

次
の
通
り
。

【
面
談
】
参
院
〈
共
産
〉
山
下
芳
生

【
秘
書
対
応
】
衆
院
〈
自
民
〉
大
隈
和
英
、
岡
下
昌

平
、
と
か
し
き
な
お
み
、
中
山
泰
秀
、
佐
藤
ゆ
か
り
、

長
尾
敬
、
原
田
憲
治
、
神
谷
昇
、〈
立
憲
〉
長
尾
秀

樹
、
辻
元
清
美
、
尾
辻
か
な
子
、
村
上
史
好
、
森
山
浩

行
、〈
共
産
〉
宮
本
岳
志
、〈
希
望
〉
樽
床
伸
二
、〈
民

進
〉
平
野
博
文　

参
院
〈
自
民
〉
太
田
房
江
、
松
川
る

い
、
柳
本
卓
治
、〈
共
産
〉
辰
巳
幸
太
郎
、
大
門
実
紀

史 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

２
・
15
国
会
行
動
要
請
議
員
一
覧

確
定
申
告
セ
ミ
ナ
ー
開
く

貧
困
の
連
鎖
断
ち
切
ろ
う

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
不
良
例

経
税
部
、４
段
階
税
制
な
ど
解
説

生
活
実
態
調
査
な
ど
方
針
決
め
る

北
河
内
地
区

社保協総会


